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明
日
の
医
療
を

ク
リ
エ
イ
ト

今
、
私
た
ち
が
受
け
て
い
る
医
療

は
、
よ
り
よ
い
医
療
を
患
者
さ
ん

に
届
け
た
い
と
い
う
医
師
の
熱
意

と
多
く
の
患
者
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
生
み
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で

す
。
そ
の
過
程
に
は
、
ア
イ
デ
ア

を
集
め
た
り
、
開
発
戦
略
を
立
て

た
り
、
資
金
を
調
達
し
た
り
と
多

く
の
専
門
家
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
今
号
で
は
、
日
本
の
医
療
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
、
臨
床
研
究 

推
進
セ
ン
タ
ー
「
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｏ 

（
ク
リ
エ
イ
ト
）」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ク
リ
エ
イ
ト
は
、
東
北
大
学

病
院
に
お
い
て
臨
床
研
究
を

推
し
進
め
、
日
本
発
の
医
療

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
組

織
で
す
。
大
学
内
で
生
ま
れ

た
研
究
成
果
に
加
え
、
他
の

病
院
や
研
究
機
関
、
企
業
な

ど
で
生
み
出
さ
れ
る
新
し
い

医
療
の
ア
イ
デ
ア
を
集
め
、

そ
れ
ら
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
用

化
さ
れ
る
よ
う
１
３
０
人
を

超
え
る
ス
タ
ッ
フ
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

C
R

IE
TO

は

監修：臨床研究推進センター 下川宏明センター長

東
北
大
学
は
国
立
研
究
開
発
法

人 

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構

（
A
M
E
D
）
の
橋
渡
し
研
究

戦
略
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
拠

点
。
そ
し
て
東
北
大
学
病
院
は
厚

生
労
働
省
の
臨
床
研
究
中
核
病
院

と
な
っ
て
い
ま
す
。

病気の予防や診断 ・ 治療、患者さんの生活の質の向上を目的として
行われる人を対象とした医学研究を 「臨床研究」といいます。臨 床 研 究とは

特
集

日
本
発
の

医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

目
指
す
組
織
で
す

ク
リ
エ
イ
ト

東北大学病院

臨
床
研
究

学
内
外
で
生
ま
れ
た
基
礎
研
究
成

果
や
新
し
い
医
療
の
ア
イ
デ
ア
の

実
用
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

esearch
R

linical
C

革
新

企
業
や
異
分
野
の
研
究
者
と
協
力
・

連
携
し
て
、
画
期
的
な
医
療
の
創
出

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

nnovation
I

教
育

質
の
高
い
臨
床
研
究
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
、
ま
た
未
来
を
担
う
研
究

マ
イ
ン
ド
を
持
つ
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
、
研
修
や
講
演
会
な
ど

の
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ducation
E
東
北

東
北
6
県
7
大
学
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
り
、
よ
り
強
力
に
臨
床

研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

hoku
TO

C
R

IE
T

O
C

lin
ic

a
l R

e
s

e
a

rc
h

, In
n

o
v

a
tio

n
 a

n
d

 E
d

u
c

a
tio

n
 C

e
n

te
r, T

o
h

o
k

u
 U

n
iv

e
rs

ity
 H

o
s

p
ita

l

の
頭
文
字
か
ら
出
来
た
造
語
。

創
造
す
る
と
い
う
意
味
の
「c

re
a

te

」
と
同
じ
発
音
に
す
る
こ
と
で
そ
の
意
味
も
持
た
せ
、
新
し
い
医
療
技
術
を
創
造
し
て
い
く
姿
勢
を
表
し
て
い
ま
す
。
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クリエイトの ユニークな取り組 み

あ
る
い
は
適
応
外
の
医
薬
品
等
を
用
い
る
臨

床
研
究
や
企
業
か
ら
資
金
提
供
を
受
け
て

行
わ
れ
る
臨
床
研
究
は
、
倫
理
審
査
な
ど
に

お
い
て
特
に
厳
し
い
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
研
究
現
場
に
い
る
私
た
ち
は
、
そ
の
ル
ー

ル
に
の
っ
と
っ
て
臨
床
研
究
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
全
て
の
手
続
き
を
研

究
者
一
人
で
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
研

究
以
外
の
、
例
え
ば
研
究
デ
ー
タ
の
質
を
担

保
す
る
統
計
家
、
知
財
戦
略
を
た
て
る
弁

理
士
な
ど
、
多
く
の
専
門
家
が
関
与
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ク
リ
エ
イ
ト
で
は
在
籍
す

る
専
門
家
が
研
究
者
に
伴
走
し
、
ア
イ
デ
ア

の
段
階
か
ら
相
談
を
受
け
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
実
用
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

枯
れ
る
こ
と
の
な
い

シ
ー
ズ
収
集
体
制

　
ク
リ
エ
イ
ト
で
は
大
き
く
二
つ
の
旗
印
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
我
が
国
随
一
の

医
療
機
器
開
発
拠
点
で
あ
る
こ
と
で
す
。
医

薬
品
や
再
生
医
療
を
看
板
に
掲
げ
て
い
る
研

究
開
発
拠
点
が
多
い
中
で
、
東
北
大
学
の
伝

統
で
あ
る
医
工
学
連
携
の
強
み
を
活
か
し
、

東
北
発
の
医
療
機
器
を
世
界
に
発
信
す
る
こ

と
を
大
き
な
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

医
療
の
進
歩
を
願
い

研
究
者
に
伴
走

　
東
北
大
学
の
医
学
部
や
加
齢
医
学
研
究

所
、
歯
学
研
究
科
な
ど
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
医

学
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
研
究

者
に
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
病
気
の
診
断

や
治
療
を
進
歩
さ
せ
て
、
一
刻
も
早
く
患
者

さ
ん
に
届
け
た
い
と
い
う
願
い
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
東
北
地
区
が
一
体
と
な
っ

て
、
臨
床
研
究
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

東
北
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
拠
点

形
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｔ
Ｔ
Ｎ
）
を
構
築
し

て
お
り
、
そ
の
連
携
体
制
が
非
常
に
う
ま
く

動
い
て
い
ま
す
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、

事
業
化
や
製
品
化
の
種
と
な
る
「
研
究
シ
ー

ズ
」
を
い
か
に
集
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
ク
リ
エ
イ
ト
で
は
、
研
究
シ
ー
ズ

の
収
集
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
注
力

し
て
き
ま
し
た
。
Ｔ
Ｔ
Ｎ
も
そ
の
一
つ
で
す

し
、
企
業
に
医
療
現
場
を
開
放
す
る
「
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ａ

Ｓ
Ｕ
）
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
東
北
大
学
な
ら
で
は
な

の
が
、
「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
実
用
化
推

進
委
員
会
」
で
す
。
工
学
、
理
学
、
農
学
、

金
属
材
料
研
究
所
な
ど
の
関
連
16
部
局
が
一

体
と
な
っ
て
研
究
成
果
の
実
用
化
、
製
品
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
金
属
材
料

研
究
所
で
非
常
に
し
な
や
か
だ
け
ど
強
い
金

属
が
開
発
さ
れ
た
と
。
そ
れ
を
人
工
関
節
に

応
用
し
て
、
将
来
的
に
患
者
さ
ん
の
役
に
立

つ
よ
う
に
育
て
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
ラ
イ

ン
を
備
え
て
お
り
、
研
究
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
仕

掛
け
に
よ
り
、
シ
ー
ズ
が
尽
き
る
こ
と
な
く

下川 宏明 （しもかわ ひろあき）

福岡県出身。1979年九州大学医学部医学科卒業、同学循環器内科に入局。
米国メイヨークリニックに留学後、飯塚病院循環器科科長、九州大学医学部
附属病院助手・講師・助教授を経て、2005年に東北大学大学院医学系研
究科教授に就任。2012年から 2019年まで東北大学医師会長。2013年、
臨床研究推進センター長に就任。

臨
床
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー（
ク
リ
エ
イ
ト
）

下
川 

宏
明 

セ
ン
タ
ー
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

思
い
を
一
つ
に
、

日
本
を
先
導
す
る
ク
リ
エ
イ
ト
へ

　
病
気
の
予
防
や
、
治
療
法
、
診
断
法
の
開

発
を
目
的
と
し
て
人
を
対
象
に
行
う
研
究

を
、
広
い
意
味
で
、
臨
床
研
究
と
い
い
ま
す

が
、
臨
床
研
究
に
は
段
階
に
応
じ
た
「
手
続

き
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
臨
床

研
究
の
不
正
事
案
が
相
次
い
だ
こ
と
を
背
景

に
、
国
は
臨
床
研
究
の
手
続
き
に
関
す
る
厳

し
い
ル
ー
ル
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年

に
は
臨
床
研
究
法
が
施
行
さ
れ
、
未
承
認

2017年8月に東京・日本橋に開設。国際部

門、開発推進部門、臨床試験データセンター

所属の専門家4名が常駐し、医療分野に興味

はあるけど、どうしたらいいかわからない、周り

に医療に関する専門家がいなくて… など、開

発のアイデア段階から製品の実用化までをサ

ポート。企業のアイデアはもちろん、研究者のシ

ーズ支援、パートナー企業探しなど、 国内外、

学内外を問わず対応している。

医療現場を企業の方々に開放し、企業が持

っているノウハウを医療現場でどのように育て

られるのか、また、医療現場の課題をどのよ

うに解決できるのか、それぞれの視点を新た

な医療機器や医薬品・医療イノベーション

につなげる取り組み。これまで44社が参加。

（株）フィリップス・ジャパンはASUを経て、

今年5月、仙台市内に医療・ヘルスケアの

共創拠点「Philips Co-Creation Center

（CCC）」を開設。約70名の社員が常駐し、

健康とAIなどの情報技術を組み合わせ、健

康な生活、予防、治療、在宅ケアなどのさま

ざまな課題解決に取り組む。今後、東北大

学はCCCを活用し、同社と包括的な連携を

進める。

東北6県に所在する弘前大学、秋田大学、岩

手医科大学、山形大学、東北医科薬科大学、

福島県立医科大学とともに構築しているネット

ワーク。高品質でスピード感ある臨床研究や

治験を実施するため、症例数の少ない疾患

を集積したり、専門の人材の教育環境を整備

し、東北地域全体の臨床研究や治験の活性

化を図っている。

東京分室

アカデミック・サイエンス・ユニット（ASU）

東北トランスレーショナル リサーチ拠点形成ネットワーク（TTN）

東北トランスレーショナルリサーチ
拠点形成ネットワーク

TTN

東北大学

弘前大学秋田大学

福島県立医科大学 東北医科薬科大学

岩手医科大学山形大学

新日本
橋

東京分室

日本橋
ライフサイエンス
ビルディング

至
神
田
駅

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

昭
和
通

JR総
武本線

東京メ
トロ半

蔵門線

三
越
前
駅

東京メトロ東西線
日本橋駅

JR
東
京
駅

こ
ん
こ
ん
と
湧
き
上
が
る
環
境
が
ク
リ
エ
イ

ト
の
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
を
、
そ
し
て
世
界
を

代
表
す
る
研
究
開
発
拠
点
へ

　
私
が
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
て
7
年
の
間

に
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
、
新
し
い
医
療
を
一
刻
も
早
く
患
者

さ
ん
に
届
け
た
い
、
と
い
う
関
係
者
の
思
い

が
一
つ
に
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
克
服

し
、
日
本
を
代
表
す
る
臨
床
研
究
の
拠
点
に

成
長
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
日
本
全
国
の
研

究
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
拠
点
と
し
て
大
き
な

期
待
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
成
功
事

例
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
ア

メ
リ
カ
で
い
え
ば
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
や

デ
ュ
ー
ク
大
学
。
そ
う
い
っ
た
世
界
的
な
拠

点
と
肩
を
並
べ
る
よ
う
な
研
究
開
発
拠
点
に

し
て
い
き
た
い
で
す
し
、
そ
う
な
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

上：企業（緑色のユニフォーム）による現場観察
の様子／下：Phil ips Co-Creation Center
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人
の
健
康
、
生
命
に
関
わ
る
も
の
だ
か

ら
、
安
全
面
、
倫
理
面
に
充
分
配
慮

し
て
、
実
用
化
ま
で
の
ス
テ
ッ
プ
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
ク
リ
エ
イ
ト
で
は
、

す
べ
て
の
ス
テ
ッ
プ
で
、
豊
富
な
経
験

を
も
つ
専
門
家
が
質
の
高
い
臨
床
研
究

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
発
支
援
、

海
外

1※

A
R
O
や
海
外
の
大

学
な
ど
と
の
連
携
、
国
際
共

同
治
験
に
向
け
て
の
整
理
な

ど
、2※

P
M
D
A
で
審
査
を

専
門
に
し
て
い
た
ス
タ
ッ
フ

が
、
ア
カ
デ
ミ
ア
シ
ー
ズ
及

び
企
業
開
発
案
件
に
つ
い

て
、
出
口
目
線
で
き
め
細
か

い
支
援
を
し
ま
す
。

当
部
門
で
は
、
指
針
や
法

に
基
づ
い
て
臨
床
研
究
を

実
践
し
て
い
く
う
え
で
必

要
な
情
報
の
発
信
、
臨
床

研
究
の
コ
ン
セ
プ
ト
段
階

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
、
承
認

審
査
へ
の
対
応
な
ど
、
研

究
者
の
内
容
に
応
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

臨
床
試
験
を
実
施
す
る
に

あ
た
っ
て
は
研
究
者
が
頑

張
る
こ
と
の
み
で
は
解
決

で
き
な
い
問
題
が
生
じ
ま

す
。
試
験
実
施
体
制
整
備

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
安

全
、
確
実
、
効
率
的
な
臨

床
試
験
を
実
施
す
る
環
境

を
作
り
、
円
滑
な
試
験
実

施
が
行
え
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

臨
床
試
験
の
実
施
計
画
書

や
C
R
F
（
記
録
用
紙
）

の
作
成
、
患
者
登
録
・
割

付
、
進
捗
管
理
、 

デ
ー
タ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
統
計
解
析
、
報
告
書

作
成
な
ど
を
通
じ
て
研
究

者
の
支
援
を
行
い
、 

協
力

し
て
臨
床
試
験
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

ア
イ
デ
ア
か
ら

実
用
化
ま
で
の

ス
テ
ッ
プ

高
野 

忠
夫

プ
ロ
ト
コ
ル
作
成

支
援
部
門

部
門
長

石
井 

智
徳

臨
床
研
究

実
施
部
門

部
門
長

山
口 

拓
洋

臨
床
試
験

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

ク
リ
エ
イ
ト
の
支
援
を
希

望
す
る
研
究
者
の
窓
口
を

務
め
ま
す
。
最
適
な
開
発

と
は
何
か
を
念
頭
に
、
開

発
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
部

門
の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し

て
、
伴
走
支
援
を
提
供
し

ま
す
。

実
用
化
に
際
し
て
は
事
業

を
し
っ
か
り
と
保
護
す
る

知
財
権
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
開
発
初
期
の
段
階
か

ら
将
来
の
実
用
化
を
見
据

え
、
強
固
な
知
財
基
盤
を

構
築
す
る
知
財
戦
略
の
提

供
、
技
術
導
出
の
た
め
の
各

種
契
約
支
援
な
ど
を
通
し

て
実
用
化
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

ア
イ
デ
ア

日
々
の
診
療
や
研
究
の
中
か

ら
、
医
療
に
応
用
で
き
そ
う
な

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
生

ま
れ
て
い
き
ま
す
。
ク
リ
エ

イ
ト
で
は
、
そ
れ
ら
の
ア
イ
デ

ア
を
臨
床
応
用
す
る
た
め
に
、

資
金
調
達
や
協
力
体
制
の
構

築
な
ど
、
実
用
化
に
向
け
た

あ
ら
ゆ
る
課
題
の
相
談
に
乗

り
、
研
究
開
発
の
道
筋
を
研

究
者
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

1
STEP

非
臨
床
試
験

効
果
が
あ
る
か
、
安
全
で
あ
る
か

な
ど
を
、
動
物
実
験
を
行
っ
て
確

認
し
、
評
価
し
ま
す
。
こ
の
試
験

で
安
全
性
と
有
効
性
が
確
認
さ
れ

た
も
の
だ
け
が
新
し
い
医
療
の
候

補
と
な
り
、
人
に
よ
る
研
究
（
治

験
）
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ク
リ
エ
イ
ト
で
は
、
実
験
研
究
計

画
や
デ
ー
タ
の
解
析
な
ど
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

2
STEP

臨
床
試
験

患
者
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
い
て
行
う
試
験
で

す
。
こ
の
中
で
厚
生
労
働
省
か
ら
薬
や
医

療
機
器
と
し
て
の
承
認
を
得
る
目
的
で
行
わ

れ
る
も
の
を
「
治
験
」
と
い
い
ま
す
。
ク
リ

エ
イ
ト
で
は
、
治
験
の
計
画
か
ら
、
被
験
者

の
募
集
や
説
明
、
治
験
結
果
の
デ
ー
タ
の
解

析
な
ど
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

3
STEP承

認
審
査

基
礎
研
究
か
ら
臨
床
試
験
ま
で
の
す
べ
て

の
結
果
を
ま
と
め
、
国
に
よ
る
薬
事
承
認

審
査
を
受
け
ま
す
。
こ
こ
で
有
効
性
や
安

全
性
が
確
認
さ
れ
る
と
、
製
造
・
販
売
が

許
可
さ
れ
ま
す
。
ク
リ
エ
イ
ト
で
は
、
承

認
申
請
の
た
め
の
内
容
確
認
や
助
言
を
行

い
、
適
切
に
手
続
き
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

支
援
し
ま
す
。

4
STEP

実
用
化
へ

薬
事
承
認
を
受
け
る
と
、
一
つ
の
新
し
い
医

療
と
し
て
患
者
さ
ん
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

実
用
化
さ
れ
た
後
も
、
適
切
に
使
用
さ
れ

て
い
る
か
、
問
題
が
な
い
か
な
ど
の
情
報
収

集
や
調
査
を
続
け
、
厚
生
労
働
省
に
報
告
、

再
度
評
価
を
行
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
患

者
さ
ん
に
安
全
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
ク
リ

エ
イ
ト
の
最
終
目
標
で
す
。

5
STEP

少
数
の
健
康
な
方
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
安
全
性
を
確
か
め

ま
す
。

第
Ⅰ
相
試
験

第
Ⅱ
相
試
験

第
Ⅲ
相
試
験

少
数
の
患
者
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
有
効
性
や
安
全
性

を
確
認
し
ま
す
。
ま
た
、
適

応
疾
患
や
適
切
な
用
量
を
検

討
し
ま
す
。

多
数
の
患
者
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
既
存
の
治
療
法
と
比

較
し
た
り
、
長
期
間
に
お
け
る

安
全
性
を
確
認
し
ま
す
。

治
験
の

3
つ
の
段
階
と
は
？

開
発
推
進
部
門

部
門
長

池
田 

浩
治

鈴
木 

由
香

国
際
部
門

部
門
長

外
越 

康
之

知
財
部
門

部
門
長

私
た
ち
専
門
家
が

研
究
者
に
伴
走
し
て
い
ま
す

※1　ARO（Academic Research Organization）多施設共同研究をはじめとする臨床研究・治験を実施・支援する大学や研究機関
※2　PMDA（Pharmaceuticals and Medical Devices Agency）独立行政法人 医薬品医療機器総合機構
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ク
リ
エ
イ
ト
が
支
援
し
て
い
る
研
究
シ
ー
ズ 

ク
リ
エ
イ
ト
の
支
援
で
実
用
化
さ
れ
た
製
品

ご
存
知
で
し
た
か
？

超
音
波
（
人
間
の
耳
に
は
聞
こ
え
な
い
音
）

を
使
っ
た
診
断
装
置
は
、
体
を
切
る
こ
と
な

く
内
部
の
観
察
を
行
え
る
た
め
、
安
全
で
体

に
負
担
の
少
な
い
医
療
機
器
と
し
て
広
く
普

及
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
診
断
の
た
め
に

利
用
さ
れ
て
き
た
超
音
波
で
す
が
、
特
殊
な

条
件
の
超
音
波
が
血
管
を
発
達
さ
せ
る
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
を
下
川
教
授
ら
が
発
見
し
、

「
超
音
波
血
管
新
生
装
置
」
を
開
発
し
ま
し

た
。
診
断
に
使
う
強
さ
と
同
じ
く
ら
い
の
弱

い
強
度
で
、
狭
心
症
な
ど
へ
の
治
療
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
治
験
に
よ
り

有
効
性
と
安
全
性
の
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

む
し
歯
の
治
療
方
法
と
し
て
新
た
に
期
待
さ
れ

る
「
歯
科
用
パ
ウ
ダ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
デ
ポ
ジ
シ
ョ

ン
」
法
。
歯
の
主
成
分
で
あ
る
ハ
イ
ド
ロ
キ
シ

ア
パ
タ
イ
ト
の
小
さ
な
粒
子
を
治
療
し
た
い
部

分
に
高
速
で
吹
き
付
け
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
ま

す
。
接
着
剤
を
使
わ
ず
に
歯
と
同
じ
成
分
の

エ
ナ
メ
ル
質
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

治
療
だ
け
で
な
く
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
や
予
防

歯
科
の
技
術
と
し
て
も
効
果
を
検
証
し
て
い
ま

す
。
金
属
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
素
材
の
加
工
技

術
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
パ
ウ
ダ
ー
ジ
ェ
ッ

ト
デ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
法
で
す
が
、
歯
科
治
療
に
応

用
で
き
る
新
技
術
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
緑
内
障
や
白
内
障

な
ど
の
目
の
病
気
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
治
療
の
た
め
に
手
術
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
課
題
は
合
併
症
の
リ
ス
ク
で
す
。

中
澤
教
授
ら
は
手
術
中
に
目
の
組
織
を
守

る
た
め
に
用
い
る
眼
内
灌
流
液
の
成
分
に

着
目
し
ま
し
た
。
検
証
が
進
め
ら
れ
て
い

る
「
活
性
イ
オ
ウ
分
子
種
」
は
外
か
ら
受

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
か
ら
組
織
を

守
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体
内
に
存
在
す
る
成
分
で
も
あ
り
、
安
全

性
の
高
い
新
た
な
眼
内
灌
流
液
の
開
発
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
治
療
に
主
に
使

用
さ
れ
て
い
る
抗
精
神
病
薬
に
は
副
作
用

の
課
題
が
あ
り
、
特
に
子
供
に
対
す
る
安

全
性
の
高
い
治
療
薬
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
宮
田
教
授
ら
は
、
別
の
疾
患
の
治
療

薬
と
し
て
開
発
中
の
ピ
リ
ド
キ
サ
ミ
ン
が

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
治
療
に
お
い
て

も
有
効
で
あ
る
可
能
性
を
見
い
出
し
ま
し

た
。
ピ
リ
ド
キ
サ
ミ
ン
は
体
内
に
存
在
す

る
ビ
タ
ミ
ン
B
6
の
一
種
で
あ
る
た
め
、

安
全
性
の
高
い
治
療
薬
の
開
発
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

日
本
初
の
医
工
連
携

電
気
聴
診
器
（
マ
グ
ノ
ス
コ
ー
プ
）
を
開
発

世
界
初
　
超
音
波
心
臓
断
層
像
の
撮
影
に
成
功

１
９
２
９
年
、
抜
山
平
一
教
授
（
工
学
部
電
気
工
学
科
）

と
佐
藤
彰
教
授
（
医
学
部
小
児
科
学
）
が
共
同
開
発
。

聴
診
器
で
得
ら
れ
た
音
を
三
極
真
空
管
を
使
っ
て
電
気

的
に
増
幅
す
る
装
置
で
、
現
在
の
ア
ン
プ
・
ス
ピ
ー
カ
ー

に
相
当
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
聴
診
の
臨
床
講

義
で
は
、
聴
診
器
の
音
（
空
気
振
動
）
を
そ
の
ま
ま
分

配
す
る
方
法
を
使
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
同
時
に
聴
け

る
人
数
が
限
ら
れ
る
と
い
う
問
題
は
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
装
置
の
開
発
に
よ
っ
て
学
生
全
員
に
心
臓
の
鼓
動

を
聴
か
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

１
９
６
２
年
、
田
中
元
直
（
抗
酸
菌
病
研
究
所 

現
・
加

齢
医
学
研
究
所
）
と
菊
地
喜
充
（
電
気
通
信
研
究
所
）
が

世
界
で
初
め
て
超
音
波
心
臓
断
層
図
を
得
る
こ
と
に
成

功
。
超
音
波
で
心
臓
断
層
像
を
得
る
最
大
の
問
題
は
心
臓

の
特
殊
性
で
し
た
。
心
臓
は
絶
え
ず
拍
動
を
続
け
て
い
る

う
え
、
前
面
に
は
胸
骨
が
あ
り
外
側
は
胸
郭
に
包
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
臓
器
の
特
殊
性
に
阻
ま
れ
、
生

体
の
断
層
像
を
得
た
研
究
者
は
ま
だ
一
人
と
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
田
中
元
直
と
菊
地
喜
充
は
、
凹
面
振
動

子
の
開
発
と
エ
コ
ー
法
の
導
入
に
よ
り
、
世
界
で
初
め

て
高
解
像
度
の
心
臓
像
の
描
写
に
成
功
し
ま
し
た
。

東
北
大
学
か
ら
生
ま
れ
た

日
本
初
・
世
界
初
の
医
療

COLUMN

お
母
さ
ん
の
お
腹
の
上
か
ら
胎
児
心
拍
数
を

計
測
す
る
装
置
で
、
臨
床
試
験
に
て
妊
娠
24

週
か
ら
評
価
が
行
わ
れ
た
装
置
と
し
て
、
世

界
初
と
な
り
ま
す
。
母
体
の
お
腹
に
専
用
の

電
極
を
貼
り
、
計
測
し
た
微
小
な
胎
児
生
体

電
気
信
号
を
独
自
の
解
析
方
法
で
抽
出
し
、

そ
こ
か
ら
、
一
心
拍
毎
の
胎
児
心
拍
数
を
算

出
し
ま
す
。

A
S
U
（
P
5
参
照
）
参
加
企
業
で
あ
る
株
式

会
社
ケ
デ
ィ
カ
が
当
院
材
料
部
で
現
場
観
察

を
行
っ
た
こ
と
か
ら
開
発
さ
れ
た
医
療
器
具

用
高
清
浄
洗
浄
剤
で
す
。
A
S
U
プ
ロ
グ
ラ

ム
か
ら
初
め
て
商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。
従
来

の
洗
浄
剤
が
タ
ン
パ
ク
質
を
落
と
す
の
に
特

化
し
て
い
た
た
め
に
、
残
り
が
ち
だ
っ
た
歯

科
用
セ
メ
ン
ト
を
同
時
に
除
去
で
き
る
点
が

特
徴
で
す
。

2
0
1
9
年
「
第
7
回
富
県
宮
城
グ
ラ
ン
プ
リ
」

受
賞
、
「
第
11
回
み
や
ぎ
優
れ
M
O
N
O
」

認
定
。

木
村 

芳
孝 

東
北
大
学
名
誉
教
授

ア
ト
ム
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社

株
式
会
社
ケ
デ
ィ
カ

東
北
大
学
病
院

下
川 

宏
明 
教
授

東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

循
環
器
内
科
学
分
野

佐
々
木 

啓
一 

教
授

東
北
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科

口
腔
シ
ス
テ
ム
補
綴
学
分
野

中
澤 

徹 

教
授

東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

神
経
感
覚
器
病
態
学
講
座 

眼
科
学
分
野

宮
田 

敏
男 

教
授

東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科 

分
子
病
態
治
療
学
分
野

他にもたくさん
紹介しています

CHECK

医
工
連
携
の
伝
統
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す

1
開発中！

5
実用化！

6
実用化！

2
開発中！

3
開発中！

4
開発中！

超
音
波
で

血
管
の
発
達
を
促
す

装
置
の
開
発

歯
の
表
面
に
成
分
を

高
速
で
吹
き
付
け
る

新
し
い
治
療
技
術

目
の
手
術
を

よ
り
安
全
に
す
る
た
め
の

眼
内
灌か

ん
り
ゅ
う流

液
を
開
発

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の

よ
り
安
全
性
の
高
い

治
療
薬
の
開
発

次
世
代

胎
児
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置

「
ア
イ
リ
ス
モ
ニ
タ
®」

医
科
・
歯
科
機
器
用

高
清
浄
化
洗
剤

「
ケ
デ
ィ
ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ
／
Ｔ
Ｚ
Ｋ
」
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将 来 患 者さんの役に立つことをイメージi ro  i ro  i r you
嶋
田 

南

し
ま
だ 

み
な
み

臨
床
試
験
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー 

モ
ニ
タ
ー

「
石
灰
沈
着
性
腱
炎
」

過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
す
躍
動
感
あ
ふ

れ
た
人
の
毎
日
の
行
動
も
、
薄
っぺ
ら
な
包
装
紙

の
よ
う
な
「
健
康
」
で
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
な

の
だ
ろ
う
。

6
月
の
あ
る
日
、
開
心
術
と
し
て
は
実
施
さ

れ
る
こ
と
の
少
な
い
三
次
元
内
視
鏡
を
用
い
た

完
全
胸
腔
鏡
下
僧
帽
弁
形
成
術
を
や
り
遂
げ

た
直
後
、
右
膝
に
違
和
感
を
覚
え
た
。「
普
段

は
術
野
を
見
下
ろ
し
て
手
術
を
施
行
し
て
き
た

の
に
対
し
、モ
ニ
タ
ー
を
見
上
げ
な
が
ら
手
術

操
作
を
長
時
間
行
っ
た
こ
と
で
、
気
づ
か
ぬ
う
ち

に
膝
が
過
伸
展
に
な
っ
て
い
た
の
か
な
。
も
と
も

と
膝
に
は
や
や
難
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
し
、
明

日
に
は
良
く
な
る
だ
ろ
う
」
最
初
は
そ
う
高
を

括
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、そ
の
痛
み
は
和
ら
ぐ
ど

こ
ろ
か
日
増
し
に
増
悪
し
て
いっ
た
。
4
日
後
の

臨
時
手
術
時
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を
巻
い
た
ま
ま
立

ち
っ
ぱ
な
し
で
仕
事
を
し
て
い
た
ら
、
逆
に
腫
れ

上
が
っ
て
歩
く
の
が
困
難
に
な
っ
た
。

痛
み
に
耐
え
か
ね
て
週
末
に
整
形
外
科
を

受
診
し
た
と
こ
ろ
、
X
線
撮
影
上
、
右
膝
の
外

側
に
お
む
す
び
山
の
よ
う
な
三
角
形
の
石
灰
化

病
変
が
映
し
出
さ
れ
た
。「
齋
木
先
生
、
以
前

に
け
が
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
担
当

医
か
ら
の
問
診
に
対
し
、「
い
や
ぁ
、
高
校
時
代

に
柔
道
部
で
の
練
習
中
に
右
膝
側
副
靭
帯
を

断
裂
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
内

側
で
し
た
。
外
側
は
こ
れ
と
いっ
て
…
」「
で
は
、

M
R
I
の
予
定
を
組
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ

と
で
、消
炎
鎮
痛
剤
の
内
服
継
続
で
次
の
診
察

の
機
会
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

土
曜
日
の
夜
か
ら
日
曜
日
に
か
け
て
、
寝
て
も
覚

め
て
も
痛
み
が
持
続
し
、
室
内
も
ま
と
も
に
歩

行
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
た
。「
し
ま
っ
た
。

明
日
は
A
M
E
D
研
究
費
獲
得
の
た
め
、
東

京
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
勝
負
の
日
だ
。
移
動
す
ら
で
き
な
け
れ
ば
、

目
指
す
医
療
機
器
開
発
の
計
画
も
空
中
分
解

か
。
明
後
日
に
は
以
前
か
ら
の
予
定
と
し
て
12

時
間
手
術
を
待
機
し
て
い
る
患
者
が
い
る
。
立
っ

て
手
術
を
す
る
の
は
不
可
能
な
の
で
、
迷
惑
を

齋
木 

佳
克

心
臓
血
管
外
科 

科
長

へっそコラム

か
け
る
が
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
無
念
」
し
か

し
、自
宅
に
籠
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、

松
葉
杖
を
お
借
り
し
よ
う
と
先
の
病
院
に
電
話

を
入
れ
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
直
後
、
お

休
み
の
は
ず
の
病
院
長
か
ら
電
話
を
い
た
だ
い

た
。「
わ
た
し
が
診
ま
し
ょ
う
。
直
ぐ
に
来
院
し

て
く
だ
さ
い
」
東
北
大
学
柔
道
部
の
O
B
か
ら

の
頼
も
し
く
も
張
り
の
あ
る
声
が
響
い
た
。（
小

生
は
大
学
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
所
属
で
あ
っ
た

が
、
柔
道
部
と
も
ご
縁
が
あ
る
。）
次
の
瞬
間
、

膝
の
痛
み
が
半
分
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
自
覚
し

た
。
医
師
の
力
と
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
な
と

感
服
し
た
。
私
自
身
も
、「
先
生
の
お
話
を
伺
っ

て
と
て
も
安
心
し
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
か
何
度
も
あ
る
。

さ
れ
ど
、そ
れ
を
こ
ち
ら
か
ら
言
う
体
験
は
あ
ま

り
な
く
、
従
っ
て
医
師
の
発
揮
で
き
る
そ
こ
は
か

と
な
い
力
を
患
者
の
立
場
で
「
実
感
」
し
た
こ

と
は
極
め
て
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。

妻
に
運
転
し
て
も
ら
い
、病
院
駐
車
場
に
着
い

た
が
、助
手
席
か
ら
降
り
ら
れ
な
い
自
分
が
い
た
。

す
る
と
、
目
の
前
に
ス
ー
ッ
と
車
椅
子
が
現
れ

た
。
見
上
げ
る
と
そ
こ
に
い
た
の
は
ま
ば
ゆ
い
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
こ
と
日
直
の
看
護
師
で
あ
っ
た
。

何
と
い
う
心
遣
い
で
あ
る
か
。
深
め
の
車
椅
子
に

ト
プ
っ
と
座
っ
た
私
は
も
う
弱
り
切
っ
た
老
人
の

気
分
で
あ
っ
た
。
院
長
が
診
察
室
で
控
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
。「
齋
木
先
生
、こ
れ
は
ピ
ロ
リ
ン

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ハ
イ
ド
ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
が

沈
着
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
関
節
腔
内
に
析
出

す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
け
れ
ど
も
、
膝
関
節
の

外
に
沈
着
す
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。
体
質

で
す
ね
」
体
質
？
確
か
に
私
も
患
者
へ
の
説
明

に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
る
用
語
で
あ
る
。
な
る

ほ
ど
、ゲ
ノ
ム
、
遺
伝
子
マ
ッ
プ
云
々
よ
り
腹
落

ち
す
る
。「
局
麻
剤
と
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
局
注

し
ま
す
か
ら
」
次
の
瞬
間
痛
み
を
こ
ら
え
き
れ

ず
「
ウ
オ
ッ
!
」
と
呻
い
て
し
ま
っ
た
。
注
射

器
の
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
で
ポ
ン
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

吸
引
さ
れ
た
内
容
物
は
白
濁
し
て
い
た
。
昨
夜

見
た
悪
夢
の
中
で
、
友
人
が
私
の
右
膝
関
節
を

穿
刺
吸
引
し
た
際
、ア
イ
テ
ル（
膿
汁
）が
出
て

き
た
恐
ろ
し
い
こ
と
が
正
夢
に
な
っ
た
か
。「
こ
れ

は
、ア
イ
テ
ル
で
は
な
く
て
砕
け
た
石
灰
沈
着

の
一
部
で
す
」
そ
う
な
の
か
。
際
ど
く
助
か
っ
た

か
。「
齋
木
先
生
、立
って
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
」

「
え
っ
、あ
れ
っ
、
私
、
歩
け
ま
す
！
あ
れ
れ
っ
」

T
here is no m

agic, but it w
as a 

m
agic. A

m
azing!

次
の
日
、
予
定
さ
れ
た
東
京
出
張
を
実
行

し
、
A
M
E
D
で
の
プ
レ
ゼ
ン
も
足
を
引
き
ず

る
こ
と
な
く
完
了
し
、
翌
々
日
の
長
時
間
手

術
も
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
頃
当
た
り

前
の
健
康
も
、
ま
た
、
そ
れ
が
崩
れ
落
ち
る
の

も
紙
一
重
の
こ
と
。
そ
れ
を
操
れ
る
の
は
神
一
笑

の
業
か
。

新
し
い
薬
や
治
療
法
の
使
用
が
国
か
ら

認
め
ら
れ
る
に
は
、
本
当
に
効
く
の
か
、
安

全
に
使
え
る
の
か
を
確
認
す
る
臨
床
試
験

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
の
所
属
す

る
臨
床
試
験
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、
臨
床
試

験
の
全
工
程
で
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
支
援

を
行
い
、
研
究
の
信
頼
性
と
被
験
者
の
安

全
性
を
確
保
す
る
部
署
で
す
。
そ
の
中
で
、

モ
ニ
タ
ー
は
治
験
や
臨
床
試
験
の
品
質
管

理
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
臨
床
試
験
を
行
っ
て
い
る
医
療

機
関
を
訪
問
し
、
カ
ル
テ
な
ど
の
資
料
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
ル
ー
ル
を
守
り
適
切
に

実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
収
集
す

る
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
担
保
す
る
こ
と
が

主
な
仕
事
と
な
り
ま
す
。
臨
床
研
究
の
開

始
前
に
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
観
点
か
ら

リ
ス
ク
を
洗
い
出
し
て
、
未
然
に
予
防
策

を
構
築
す
る
こ
と
も
重
要
な
業
務
で
あ
り
、

医
師
や
他
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
法
令
や
省
令
、
医

学
、
薬
学
、
最
新
の
臨
床
研
究
、
海
外
の
動

向
な
ど
の
知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

患
者
さ
ん
と
接
し
な
い
の
で
自
分
の
仕

事
が
何
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
は
一
般
的

に
分
か
り
に
く
い
仕
事
で
す
が
、「
保
険
適

用
と
な
っ
て
い
る
薬
や
医
療
機
器
な
ど
の

裏
に
は
モ
ニ
タ
ー
が
い
て
、
臨
床
試
験
デ

ー
タ
を
確
認
す
る
作
業
を
し
て
い
る
」
こ
と

を
少
し
で
も
世
の
中
の
人
に
知
っ
て
も
ら

え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
将
来
薬
が
承
認

さ
れ
た
と
き
に
、
自
分
た
ち
が
確
認
し
た

デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
安
全
に
使
用
で
き
る

新
薬
を
困
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
お
届
け

で
き
る
こ
と
が
や
り
が
い
で
す
。

昨
年
、
法
律
が
整
備
さ
れ
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
需
要
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

講
習
会
を
開
い
て
、
モ
ニ
タ
ー
だ
け
で
は

な
く
医
師
に
も
品
質
管
理
や
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
重
要
性
を
知
っ
て
も
ら
い
、
研
究
全

体
の
底
上
げ
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

2
0
1
0
年
〜
2
0
1
3
年
の
3
年
間
看
護
師
と
し

て
勤
務
。
2
0
1
3
年
4
月
よ
り
臨
床
試
験
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
の
モ
ニ
タ
ー
に
。
仙
台
へ
引
っ
越
し
た
と
き
に

モ
ニ
タ
ー
の
求
人
が
あ
り
、
知
り
合
い
の
医
師
に
職
務

内
容
を
詳
し
く
教
え
て
も
ら
い
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が

勤
め
る
き
っ
か
け
。
今
は
子
ど
も
の
成
長
が
楽
し
み
と

の
こ
と
。
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
嵐
の
フ
ァ
ン
。
毎
年
コ

ン
サ
ー
ト
に
行
っ
て
充
電
し
て
く
る
そ
う
。
母
親
の
よ

う
な
気
持
ち
で
メ
ン
バ
ー
を
応
援
。

取
材
者
レ
ポ
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梅
雨
時
期
か
ら
夏
、
台

風
の
季
節
な
ど
、
湿
気

の
多
い
季
節
に
な
る
と

体
の
重お
も
だ
る怠

さ
を
強
く
感

じ
た
り
、
頭
痛
に
悩
ま

さ
れ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
東
洋
医
学
的
に
考

え
る
病
態
の
一
つ
『
水
毒
』
、
す
な
わ
ち
“
体
内
の
水

分
の
偏
り
を
調
整
し
に
く
い
病
態
”
が
こ
の
症
状
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

水
毒
が
も
た
ら
す
症
状
に
は
漢
方
薬
の
【
利
水
剤
】

が
効
果
を
示
し
ま
す
。
利
水
剤
の
代
表
と
も
い
え
る

五ご
れ
い
さ
ん

苓
散
は
、
沢た
く
し
ゃ瀉

・
朮
じ
ゅ
つ・

猪ち
ょ
れ
い苓

・
茯
ぶ
く
り
ょ
う

苓
と
い
っ
た
利
水

作
用
を
持
つ
生
薬
を
含
み
、
体
内
の
水
分
の
分
布
を
調

整
し
、
余
分
な
水
分
は
体
外
に
排
泄
す
る
よ
う
働
き
ま

す
。
利
尿
剤
と
は
異
な
り
余
分
な
水
分
し
か
排
泄
さ
せ

な
い
の
で
、
内
服
に
伴
う
脱
水
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

利
水
剤
で
の
湿
気
対
策
、
お
す
す
め
で
す
。

hes s o  c o l umnへっそコラム

さまざまな診療科に関わりのある漢方
医学。漢方薬とのつき合い方や身近な
漢方の知識をご紹介します。

自分の体と向き合う

父
が
医
師
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
医
師
と
い
う
職
業
が
身
近

な
存
在
で
し
た
。
困
っ
て
い
る
人
を
救
う
父
の
姿
を
見
て
育

ち
、
い
つ
か
私
も
自
分
の
手
で
人
を
救
い
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
研
修
で
は
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
重
篤
な
救
急
患
者
さ
ん
が
多
く
、
処
置
や
日
々
の

全
身
管
理
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
同
時
に
多
く
の
壁
に
ぶ

つ
か
り
悩
む
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
指
導
医
の
先

生
方
は
じ
め
、
研
修
医
の
仲
間
や
看
護
師
さ
ん
、
さ
ま
ざ
ま

な
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
助
け
て
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
研
修
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
良
で
思
い
や
り
の
あ
る

医
療
を
提
供
で
き
る
医
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
代
謝
科 

 

消
化
器
内
科 

 

呼
吸

器
内
科 

 

麻
酔
科 

 

皮
膚
科 

 

救
急
科 

 

地
域
医
療 

 

精
神
科 

 

総
合
感
染
症
科 

 

救
急
科 

 

外
科

研
修
ロ
ー
テ
ー
ト

Profile

1993年生まれ、宮城県出身、
聖マリアンナ医科大学卒業

大
好
き
な
地
元
仙
台
で

医
療
に
貢
献
し
た
い

初期臨床研修 2 年目
山田 百合菜

研
修
医

研
修
医

G
O
G
O

G
O
G
O

金
属
の
「
か
ぶ
せ
も
の
」
で
治
療
し
た
歯
は
あ
り
ま
す
か
？

金
属
は
、
丈
夫
で
か
み
合
せ
の
な
じ
み
が
い
い
反
面
、
そ
の

成
分
が
原
因
と
な
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が
問
題
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
非
金
属
材
料
が
開
発
さ

れ
、
金
属
を
使
わ
ず
に
か
ぶ
せ
も
の
治
療
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
が
多
い
で

す
が
、お
悩
み
の
方
は
当
科
外
来
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「〝
脱
金
属
〟の

  

か
ぶ
せ
も
の
治
療
」

テ
ー
マ

お
口
の
お
悩
み
、
解
決
し
ま
す
。

デ
ン
タ
ル
先
生

開
放
感
の
あ
る
テ
ラ
ス

席
で
さ
わ
や
か
な
風
を

感
じ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
コ

ー
ヒ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
お
子
さ
ま
連
れ
の

方
も
周
り
を
気
に
せ
ず

過
ご
せ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
く
つ
ろ
げ
る
テ
ラ
ス
席
あ
り
ま
す
」

営
業
時
間
：

月
〜
金

7
時
15
分
〜
19
時
15
分

土
・
日
・
祝

8
時
30
分
〜
17
時
30
分

タ
リ
ー
ズ
コ
ー
ヒ
ー

外
来
診
療
棟
Ａ

杜の都というように5月の新緑の
時期は癒やされます。ご飯も美味
しいところがたくさんあります。

仙台の魅力Q4

「
漢
方
薬
で
湿
気
対
策
を
」

テ
ー
マ

研修医の仲間とご飯や遊びに
出かけたり、ペットと遊びます。

休日の過し方Q1

映画鑑賞、ガーデニング、
研修医仲間とのごはん

趣味Q2

宮城県美術館は緑に囲まれてい
てカフェもあり好きな場所です。

お気に入りスポットQ3

漢方内科
池野 由佳

す きま 時 間 で
リ フ レ ッ シ ュ

今
回
の
ス
ト
レ
ッ
チ

体
の
中
心
部
を
の
ば
す

ス
ト
レ
ッ
チ

ストレッチは、筋肉を伸

ばし関節の動きを広げる

だけでなく、全身の血行

や代謝の促進、さらには

リラックス効果も期待で

きます。お手軽ストレッ

チで、心も体もリフレッシ

ュしませんか？

理学療法士
馬場 健太郎

ストレッチの 3 原則

1 	反動をつけずにゆっくりと
2 	リラックスして深呼吸
3 	目安時間に従って
	 筋肉を伸ばす

運
動
の
前
後
に
体
幹
を
の
ば
す
と
運
動
の
効
果

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
動
で
腹
筋
を

鍛
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、「
の
ば
す
」
こ
と
は

日
常
生
活
で
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
体
の
中

心
に
あ
る
体
幹
や
股
関
節
ま
わ
り
の
筋
肉
は
、

日
々
の
生
活
や
運
動
で
多
く
使
用
さ
れ
る
部
位

で
あ
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
疲
労
か
ら
固
く
な
り

が
ち
で
す
。
筋
肉
は
緩
ん
で
い
る
状
態
を
作
っ

て
あ
げ
る
こ
と
で
、
う
ま
く
縮
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
ま
た
ま
立
ち
上
が
っ
た
際
や
座
り
な
が

ら
の
休
憩
時
間
、
ま
た
運
動
前
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
等
に
も
効
果
的
で
す
の
で
、
動
き
や
す
い

体
を
目
指
し
て
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

キ
ー
プ
時
間 

30
秒

１
体
の
前
側
を
の
ば
す

左
脚
を
前
に
出
し
て
ク
ロ
ス
し
、
左
手
で
右
手
首

付
近
を
つ
か
み
、
体
を
左
側
に
倒
す
。
背
中
～
腰

～
股
関
節
の
右
側
を
ゆ
っ
く
り
の
ば
し
ま
す
。
反

対
側
も
同
様
に
行
う
。

足
を
し
っ
か
り
開
き
、
腰

を
落
と
し
て
股
関
節
の

内
側
を
の
ば
す
。
そ
の

状
態
か
ら
、
片
側
の
肩
を

足
の
間
に
入
れ
る
様
に

落
と
し
、
腰
〜
背
中
も
の

ば
す
。

咬
合
修
復
科

山
田 

将
博

う
つ
ぶ
せ
か
ら
上
半

身
を
起
こ
す
姿
勢
を

と
る
。
下
半
身
は
床

に
つ
け
、
上
半
身
は
手

の
ひ
ら
で
支
え
る
。

右
股
関
節
を
曲
げ
、
重

心
は
左
の
股
関
節
に
移

し
、
体
の
左
側
を
の
ば

す
。
出
来
れ
ば
し
っ
か

り
腰
を
反
り
、
お
腹
か

ら
股
関
節
の
前
側
を
の

ば
そ
う
。
腰
や
股
関
節

に
痛
み
が
出
な
い
範
囲

で
行
う
。
反
対
側
も
同

様
に
行
う
。

４
体
の
外
側
を
の
ば
す
キ
ー
プ
時
間 

30
秒

腰
掛
け
た
状
態
で
右
足
を

左
膝
の
上
に
乗
せ
、
体
を
丸

め
る
様
に
ゆ
っ
く
り
前
に

か
が
む
。
上
半
身
の
力
を

だ
ら
ん
と
抜
き
、
可
能
で
あ

れ
ば
腰
を
左
右
に
細
か
く

ゆ
ら
す
。
足
を
変
え
て
同

様
に
行
う
。

２
体
の
後
ろ
側
を
の
ば
す
キ
ー
プ
時
間 

30
秒

３
股
関
節
の
内
側
と

背
中
を
の
ば
す

キ
ー
プ
時
間 

30
秒
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6月16日、白石市

文化体育活動セン

ター　ホワイトキ

ューブコンサート

ホールにおいて、

つながる健康講座 

in しろいしを開

催しました。今回は、「肺の病気を知ろう」と題し、当院の呼

吸器内科 科長 一ノ瀬正和教授、杉浦久敏准教授、山田充啓助

教、宮内栄作助教が慢性閉塞症肺疾患（COPD）、ぜんそく、

肺炎、肺がんなど代表的な肺の病気の症状や治療について講

演しました。また、みやぎ県南中核病院 呼吸器内科検査診療

第 2 回 東北大学病院つながる健康講座 in しろいし

「肺の病気を知ろう」を開催しました

7月1日、令和元年度第１回記者懇談会を開催しました。

記者懇談会は、当院の最新の取り組みなどについて報道

機関の方々に情報提供することを目的として定期的に開催

しています。今回は報道機関等11社17名にご参加いただ

きました。前半は、今年4月に就任した冨永悌二病院長が、

当院の運営方針についてご紹介した後、石岡千加史副病

院長、城田英和准教授、小峰啓吾助教が、がんゲノム医療

を中心とした当院のがん診療について説明しました。また、

耳鼻咽喉・頭頸部外科 香取幸夫教授、加藤健吾講師、顎

顔面口腔再建治療部 小山重人特命教授より、この日設置

となった嚥
えんげ

下治療センターの取り組みを紹介しました。

後半の情報交換会では、ご

参加いただいた方 と々当院職

員との間で交流を深め、活発

な意見交換が行われました。

嚥
え ん げ

下治療センターを設置しました

ボランティアオリエンテーションを
開催しました

嚥下機能が低下すると、唾液や食べ物などと一緒に細

菌を気管に誤って吸引して、誤
ご え ん

嚥性肺炎などの疾患

を引き起こします。7月 1日、近年高齢者に増加がみ

られる誤嚥性肺炎もたらす嚥下障害を集中的に治療

する「嚥下治療センター」を設置しました。当セン

ターでは医科・歯科および関連職種が横断的に連携

し、診断から治療、食事までを包括してサポートす

ることで、患者さんの嚥下機能回復を目指します。

6月20日、当院の院内ボランティアを対象とした、オ

リエンテーションを開催しました。奥山節子ボラン

ティア副室長のあいさつに続いて、小玉亨総務係長が

基本理念や特徴など東北大学病院の概要について紹

介しました。奥山副室長からボランティアの心得や

感染対策などを説明した後、一人ずつに委嘱状を交付

しました。最後に、車椅子の操作方法や患者さんへの

声の掛け方、手洗いの仕方の演習が行われ、ボランテ

ィアの皆さんはメモを取りながら熱心に取り組んで

いました。

部長 岡田信司氏を交え

て「肺を健康に保つ秘

訣」をテーマにパネルデ

ィスカッションを行いま

した。閉会後も参加者か

ら質問が寄せられ、肺の

病気に対する関心の高さがうかがわれました。肺は外気を

取り込むため外の環境に影響されやすく、感染症を起こし

やすい臓器であり、大切なのは、初期症状であるせき・た

ん・息切れなどのサインを見逃さないこと、異常があれば

早期に医療機関をするということをご理解いただけたので

はないでしょうか。悪天候の中、約150名の皆さまにご来

場いただき深く感謝申し上げます。

当院は、今後も最先端の医療を分かりやすく紹介する機会

を設け、地域社会の皆さまへの情報発信に努めて参ります。

記者懇談会を開催しました

https : //www.hosp .tohoku .ac .jp/
東北大学病院ホームページ

講演／脳神経外科 新妻邦泰、遠藤英徳、大沢伸一郎

パネルディスカッション／司会：冨永悌二、石巻赤十字病院 脳

神経外科 部長　石川修一氏 ほか

日時／ 9 月 23 日（月・祝）13：00 〜15：10　参加／無料   

場所／石巻グランドホテル　天翔の間

申し込み／事前の申し込みが必要です

詳しくは当院ホームページをご覧ください。

ある日突然発症し、発症後、

後遺症が残る可能性が高い

脳卒中。手足のしびれや頭

痛など脳からのサインを見

逃さず、早期受診、早期治

療をすることがとても大切

です。今回のつながる健康

講座では、東北大学病院の

専門医が、高齢化に伴い増

える脳卒中の最先端治療や注目されるこれからの再生

医療について、皆さまに分かりやすくご紹介します。

第 3 回 東北大学病院

つながる健康講座 in いしのまき

「知って備える脳卒中」を開催します

申込み〆切

9/13
FRIDAY

ナース・オブ・ザ・イヤー授賞式を
執り行いました 

永年勤務者表彰祝賀会を
執り行いました

5月13日、平成30年度 ナース・オブ・ザ・イヤー授

賞式を執り行いました。 

ナース・オブ・ザ・イヤーは、その年度の活躍が認

められた看護職員を表彰する制度で、 平成13年度よ

り開始し、これまでに 150名以上を表彰しています。

今年度は、9名の看護職員が受賞しました。 

授賞式では、鈴木由美看護部長のあいさつの後、冨永

悌二病院長、山腰俊昭事務部長から祝辞が述べられ、 

冨永病院長より賞状と記念品が手渡されました。

7月9日、令和元年度東北大学永年勤務者の表彰状伝達

式及び祝賀会を執り行いました。この表彰は、東北大

学の職員として満20年勤務した者を表彰したもので

す。表彰状伝達式では、出席された 13名の被表彰者に

冨永悌二病院長から表彰状が手渡されました。冨永病

院長のあいさつに続き、被表彰者代表として竹森加菜

子看護師長からあいさつがありました。
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新しい治療法や医療機器を開発し、未来型医療をリ

ードすることで、明るい未来をつくりたいと考え、「東

北大学病院みんなのみらい基金」を創

設しました。皆さまからの温かいご支

援を賜りますようお願い申し上げます。

http://www.hosp.tohoku.ac.jp/kikin/

ケータイ・スマホの方は
こちらからもアクセス！

オリジナル
キャラクター

へそそwww.hosp.tohoku.ac.jp/hesso

hesso（へっそ）は東北大学病院の広報誌です。人のカラダを中心に、いまの

医療を中心に、地域の皆さまにわかりやすく当院の活動を紹介します。hesso

を中心に人の輪ができる、まさに地域の「おへそ」のような存在を目指します。

www.facebook.com/hosp.tohoku
Facebook東北大学病院 公式ページ

www.facebook.com/hosp.tohoku.hesso
Facebook hesso 公式ページ

@hosp_tohoku
Twitter 東北大学病院 公式アカウント

Publisher：東北大学病院 / Plan&Edit：東北大学病院広報室 / Design：akaoni / Photo：志鎌康平

漢方道場でご紹介のあった「利水剤」。

この言葉を初めて目にする方は多いの

ではないでしょうか。今年は全国的に長梅雨となりまし

た。じめじめした夏に気分もどんよりしてしまいますが、

湿度の高い日は体内の水分バランスにもより気をつけ

て、元気に過ごしたいですね。（広報室）

編集後記

優秀作品は院内にてポスター掲示

いたします。たくさんのご応募、

お待ちしております！

禁 煙 川 柳 募 集

https://secure.hosp.tohoku.ac.jp/pr/kinen-senryu/ 

募集箱から：当院インフォメーションボード
に設置の応募用紙に必要事項をご記入の
上、 専用の募集箱にご投函ください。
WEB から：下記よりご応募ください。

ケータイ・スマホの方は
こちらからもアクセス！

ご意 見・ご感 想募集

hesso へのご意見・ご感想を募集しています。住所、

氏名、年齢、性別、ご意見・ご感想をご記入の上、下記

宛先までおはがき、E メール、またはフォームでお送

りください。抽選で当院オリジナルグッズをプレゼン

トいたします。

おててテトテト
DVD 

NO SMOKING
バッジ

ケータイ・スマホの方は
こちらからもアクセス！【  宛 先  】仙台市青葉区星陵町 1-1

	 東北大学病院 広報室

【Eメール】hesso@pr.hosp.tohoku.ac.jp

【フォーム】secure.hosp.tohoku.ac.jp/
	 hesso/contact

オリジナル 
ミニタオル

院内案内、ガーデンボランティアの

ボランティアさんを募 集していま

す。患者さんが 安心とやすらぎを感

じることができる病院をともに作りま

せんか。皆さまからのご連絡をお待ち

しております。

ボランティア募集

https://www.hosp.tohoku.ac.jp/outline/011.html

ケータイ・スマホの方は
こちらからもアクセス！

68
名
の
診
療
放
射
線
技
師
が
X

線
撮
影
や
Ｃ
T
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の

放
射
線
画
像
診
断
を
は
じ
め
、
核

医
学
診
療
、
放
射
線
治
療
を
担
務

し
、
そ
の
放
射
線
情
報
管
理
、
画

像
情
報
管
理
、
機
器
の
管
理
に
関

す
る
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。患

者
さ
ん
に
安
心
し
て
撮
影
、
検

査
、
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
の

医
療
ス
タ
ッ
フ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
医
用
放

射
線
業
務
の
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
。

上
杉 

直
人 
（
右
）

診
療
放
射
線
技
師

診
療
技
術
部
　
放
射
線
部
門

宮
原 

修
人 

（
中
央
）

診
療
放
射
線
技
師

福
士 

沙
江
子 

（
左
）

診
療
放
射
線
技
師




